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1.  不斉転写ベンズアヌレーションを利用する光学活性 1,4-ビスアリールナフタレン
類の合成 
抗マラリア剤としての薬理活性を有す Ancistrotectoriline 
A など，光学活性アリールナフタレン構造を含有する生理
活性天然物が多く存在する。一方，非天然物である 2 つの
軸不斉を有するナフタレン化合物の合成は，新規機能性分
子になり得ると期待できる。この合成に関し，まず当研究室で開発した光学分割法を
利用し，光学活性 gem-ジハロシクロプロパンカルボン酸を調製した．これを出発物質
として不斉転写ベンズアヌレーション反応および鈴木・宮浦クロスカップリングを用
いる光学活性 1,4-ビスアリールナフタレン化合物の合成を計画し，8 段階，通算収率
9%での合成に成功した。また収率向上を目指し，配向官能基の導入，不斉鈴木・宮
浦クロスカップリングによる光学活性 1,4-ビスアリールナフタレン化合物の合成の試
みも検討した。 
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2.  電子供与性置換基を有する不斉転写ベンズアヌレーション反応 
当研究室では sp3中心不斉から軸不斉への不斉転写を伴うベンズアヌレーション反
応の開発を行ってきた。光学活性アリールナフタレン天然物には，メトキシ基などの
電子供与基を有するものが多く存在するため，これらの化合物群へのアプローチとし
て不斉転写ベンズアヌレーション反応の開発には意義がある。これまで未検討であっ
た 3,4-メチレンジオキシ基を有するアリール (アリール)’(gem-ジクロロシクロプロピ
ル)メタノールを基質として，従来法  (Method A) とは異なる実験手順の改良法
(Method B) で不斉転写効率が向上することを見い出した。 
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3.  面白有機分子光学活性 Naphthaleman 類の合成 
当研究室ではこれまで幾つかの面白有機分子 “Naphthaleman Family” の合成を既
に報告している。従来は PEPPSI 触媒系を用いる鈴木・宮浦クロスカップリング反応
を行っていた。しかし，3-1 は低反応性であるため，多くの反応剤および触媒を要す
るという問題点があった。そこで，高反応性の Sphos 触媒系での検討を行い，より少
ない反応剤で同程度の収率で目的物を得ることに成功した。その中で 1-Naphthyl 基を
片手に有する Naphthaleman 3-3d は光学分割が可能であることが分かった。このよう
な背景のもと，まず HPLC 光学分取による片手部位に軸不斉を有する光学活性
Naphthaleman を 91% ee で光学分割することに成功した。次いで，近年報告されてい
る 4 種の不斉鈴木・宮浦クロスカップリング反応を検討したが，現在のところ反応が
進行していない。 
 
 
